
荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
に
つ
い
て

七
三

一
、
は
じ
め
に

　

荻
生
徂
徠
が
先
王
の
道
に
絶
対
の
価
値
を
置
く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

徂
徠
学
の
成
立
を
意
味
す
る
『
弁
道
』
に
お
い
て
、
徂
徠
は
「
道
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
道
は
、
先
王
の
道
な
り
。

﹇
夫
道
、
先
王
之
道
也
。﹈ 

（『
弁
道
』
１
）。

先
王
の
道
は
、
天
下
を
安
ん
ず
る
道
な
り
。

﹇
先
王
之
道
、
安
天
下
之
道
也
。﹈ 

（『
弁
道
』
２
）。

こ
の
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
、「
道
」
は
「
先
王
の
道
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
彼
が
定
義
し
た
先
王
の
道
と
は
「
天
下
を
安
ん
ず
る
道
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
「
先
王
之
道
、
安
天
下
之
道
也
」
と
い
う
言
葉
は
『
弁
道
』
に
合

計
八
回
も
出
て
き
て
、『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
な
ど
に
も
、
枚
挙
す
る
遑
も
な

い
ぐ
ら
い
、
彼
が
頻
り
に
使
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
彼
に
と
っ

て
ど
れ
だ
け
重
要
な
の
か
は
言
わ
ず
と
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
安
天
下

を
現
代
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
す
れ
ば
、「
政
治
的
な
も
の
」
に
あ
た
り
、

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
政
治
の
発
見
」
と
い
う
こ
と
は
、
丸
山
眞
男
以
来
の
定
説
（
１
）で

あ
る
。

　
「
先
王
の
道
」
を
解
明
す
る
た
め
に
は
言
語
の
壁
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
「
古
文
辞
学
」
の
方
法
を
打
ち
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
し

か
し
、
そ
れ
は
「
先
王
の
道
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
『
弁
道
』『
弁
名
』

を
完
成
し
、
先
王
の
道
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
先
王
の
道
を

継
承
し
、
実
践
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
二
弁
の
成
立
後
、
彼
の
関
心
は
す

べ
て
現
実
問
題
、
す
な
わ
ち
い
か
に
し
て
天
下
を
治
め
る
の
か
に
集
中
し
、
そ

の
後
著
作
の
殆
ど
が
「「
先
王
の
道
」
の
黙
々
た
る
実
践
で
あ
る
（
２
）」。
こ
の
こ
と

を
端
的
に
表
し
て
い
た
の
は
、
次
の
彼
の
言
葉
で
あ
る
。

孔
子
の
道
は
先
王
の
道
な
り
。
先
王
の
道
は
天
下
を
安
ん
ず
る
道
な
り
。

孔
子
は
、
平
生
、
東
周
を
な
さ
ん
と
欲
す
。
そ
の
弟
子
を
教
育
し
、
お
の

お
の
そ
の
材
を
成
さ
し
む
る
は
、
ま
さ
に
以
て
こ
れ
を
用
ひ
ん
と
す
る
な

荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
に
つ
い
て

│
│ 

武
士
土
着
論
と
そ
の
背
景
に
あ
る
危
機
意
識 

│
│

許　
　
　

家　

晟



七
四

り
。
そ
の
つ
ひ
に
位
を
得
ざ
る
に
及
ん
で
、
し
か
る
の
ち
六
経
を
脩
め
て

以
て
こ
れ
を
伝
ふ
。

﹇
孔
子
之
道
、
先
王
之
道
也
。
先
王
之
道
、
安
天
下
之
道
也
。
孔
子
平
生

欲
為
東
周
。
其
教
育
弟
子
、
使
各
成
其
材
、
将
以
用
之
也
。
及
其
終
不
得

位
、
而
後
脩
六
経
以
伝
之
。﹈ 

（『
弁
道
』
２
）

　

荻
生
徂
徠
の
政
治
思
想
と
言
え
ば
、
誰
も
が
真
っ
先
に
『
政
談
』
を
思
い
浮

か
べ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
が
晩
年
に
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
下
問
に
応
じ
て
、

改
革
の
意
見
書
と
し
て
『
政
談
』
を
献
上
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
周
知
に
属
す
る

事
柄
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、
松
村
宏
氏
の
い
う
「
幕
府
体
制
の
診
断
と
処
方

を
全
面
的
に
論
究
し
、
幕
政
権
力
の
た
め
の
職
業
的
政
治
論
を
展
開
し
て
成
っ

た（３
）」
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
徂
徠
の
政
治
思
想
の
集
大
成
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
徂
徠
に
は
、
そ
の
『
政
談
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
完
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
、『
鈐
録
』
と
い
う
も
う
一
つ
の
著
作
が
あ
る
。
こ
の
『
鈐
録
』
は
基
本

的
に
軍
事
関
係
の
著
作
で
は
あ
る
が
、
一
読
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
著
作
が
、

性
格
上
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
、
す
ぐ
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
両
方
と

も
幕
府
政
権
の
維
持
改
革
、
も
っ
と
言
え
ば
、
い
か
に
し
て
天
下
を
治
め
る
か

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
う
と
、「
先
王
の
道
」
の
実
践
、
つ

ま
り
徂
徠
の
社
会
構
想
の
集
大
成
は
こ
の
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
の
二
著
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
著
が
共
通
す
る
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
本
稿
の
取
り

上
げ
る
と
こ
ろ
の
武
士
土
着
論
で
あ
る
。

　
『
政
談
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
か
な
り
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
（
４
）、
管
見
の

及
ぶ
と
こ
ろ
、『
鈐
録
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
５
）。
さ
ら
に

こ
の
二
つ
の
著
作
を
同
時
に
扱
い
、
分
析
を
す
る
研
究
は
、
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
政
談
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
研
究
の
殆
ど
は
、
依
然
と
し
て
「
実

証
主
義
と
社
会
構
成
体
史
と
い
う
近
代
的
枠
組
に
強
く
規
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
た
価
値
は
通
常
省
み
ら
れ
な
い
（
６
）」
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
所

謂
「
近
代
の
ま
な
ざ
し
」
に
与
せ
ず
、
本
稿
で
は
、
対
象
と
す
る
も
の
を
近
代

的
価
値
観
の
枠
組
か
ら
解
放
し
た
上
で
、
そ
の
全
体
像
の
一
角
を
探
り
、
二
つ

の
著
作
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
徂
徠
の
政
治
思
想
の
構
想
と
そ
の
現

実
性
に
つ
い
て
、
考
察
と
再
検
討
を
加
え
た
い
。

　

本
稿
に
お
い
て
、
徂
徠
著
書
の
引
用
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
政
談
』

は
東
洋
文
庫
（
平
凡
社
）、『
鈐
録
』
は
荻
生
徂
徠
全
集
６
（
河
出
書
房
新
社
）、

『
弁
道
』『
弁
名
』『
太
平
策
』
は
『
荻
生
徂
徠
』（『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、

岩
波
書
店
）。『
論
語
徴
』『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
は
『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す

ず
書
房
、
一
九
七
三
〜
八
七
）。

　

な
お
、
字
体
は
新
漢
字
で
統
一
し
た
。

一
、『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
の
成
書
年
代
お
よ
び
作
成
目
的

　
『
政
談
』
の
精
確
な
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
、
平
石
直
昭
氏
の
緻
密
な
考
証

に
よ
っ
て
、
享
保
十
年
か
ら
執
筆
を
開
始
し
、「
享
保
十
二
年
春
中
に
提
出
さ

れ
て
い
た
（
７
）」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、『
鈐
録
』
の
精
確
な
執
筆
年
月
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
証
す



荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
に
つ
い
て

七
五

る
術
が
な
い
が
、
徂
徠
自
身
が
書
い
た
序
文
に
よ
れ
ば
、『
鈐
録
』
に
序
を
付

し
た
の
は
「
享
保
十
二
年
丁
未
正
月
」
で
あ
り
、『
政
談
』
献
上
の
時
期
と
ほ

ぼ
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
も
っ
て
平
石
氏
は
、
両
著
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

た
。「
本
書
（『
鈐
録
』
の
こ
と
）
巻
一
「
制
賦
」
の
内
容
は
「
政
談
」
巻
一
、

二
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
主
要
思
想
と
重
な
る
面
が
大
き
い
。
し
か
し
後
者
に
は

軍
制
改
革
や
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
テ
ー
ゼ
は
殆
ど
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

面
を
扱
っ
た
の
が
本
書
だ
と
い
え
よ
う
。
両
著
述
の
成
稿
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ

る
の
は
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
（
８
）」。
し
か
し
平
石
氏
の
論
は
こ
こ
で
途
絶
え
て

し
ま
い
、
具
体
的
な
検
証
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
平
石
氏
の

こ
の
見
立
て
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
検
証
を
進
み
た
い
。

　
『
政
談
』
が
吉
宗
の
命
令
を
受
け
て
、
改
革
の
意
見
書
と
し
て
作
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、『
鈐
録
』
の
作
成
目
的
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
儒
者
を
自
認
す
る
徂
徠
が
な
ぜ
そ
こ
ま
で
兵
学
に
こ
だ

わ
る
の
か
。

　
「
道
」
の
一
文
字
は
、
儒
教
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
子
安

宣
邦
氏
は
、
彼
の
『「
事
件
」
と
し
て
の
徂
徠
学
』
の
中
で
こ
う
述
べ
た
。「
儒

家
が
道
と
い
う
名
辞
に
対
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
神
道
家
が
「
神
」
と
い
う
名

辞
に
対
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
神
と
い
う
名

辞
を
め
ぐ
る
問
題
に
、
一
つ
の
神
道
的
神
学
を
構
成
す
る
こ
と
で
答
え
る
と
い

う
の
も
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
あ
り
う
る
だ
ろ
う
（
９
）」。
言
い
換
え
れ
ば
、
儒

者
の
「
道
」
に
対
す
る
と
ら
え
方
が
、
そ
の
人
の
儒
学
に
対
す
る
認
識
を
顕
し
、

構
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
徂
徠
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。『
弁
道
』
に
は
、
次
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

道
は
統
名
な
り
。
礼
楽
刑
政
凡
そ
先
王
の
建
つ
る
所
の
者
を
挙
げ
て
、
合

せ
て
こ
れ
に
命
く
る
な
り
。

﹇
道
者
統
名
也
。
挙
礼
楽
刑
政
凡
先
王
所
建
者
。
合
而
命
之
也
。﹈

 

（『
弁
道
』
３
）

こ
れ
は
、
徂
徠
学
に
お
い
て
「
先
王
の
道
」
の
内
容
が
「
礼
楽
刑
政
」
で
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
「
道
」
を
構
成
す
る
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
軍
事
行
動
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
礼
に
立
つ
」
と
云
ふ
者
は
、
凡
そ
上
は
朝
廷
宗
廟
よ
り
、
下
は
郷
党
朋

友
に
至
り
、
外
は
則
ち
聘
会
軍
旅
蒐
狩
、
内
は
則
ち
「
閨
門
の
中
」、
以

て
言
語
容
貌
の
間
、
器
服
制
度
の
際
に
至
る
ま
で
、
先
王
皆
之
が
礼
を
立

て
、
以
て
「
徳
の
則
」
と
為
し
、
執
り
て
之
を
守
る
。

﹇
立
礼
於
云
者
、
凡
上
自
朝
廷
宗
廟
、
下
至
郷
党
朋
友
、
外
則
聘
会
軍
旅

蒐
狩
、
内
則
閨
門
之
中
、
以
至
言
語
容
貌
之
間
、
器
服
制
度
之
際
、
先
王

皆
立
之
礼
、
以
為
德
之
則
、
執
而
守
之
。﹈ 

（『
論
語
徴
』
丁
）

　

こ
の
「
軍
旅
蒐
狩
）
10
（

」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
軍
事
行
動
の
こ
と
を
指
す
。

そ
し
て
、『
弁
名
』
の
中
で
は
、
学
と
道
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て

い
る
。学

な
る
者
は
、
先
王
の
道
を
学
ぶ
を
謂
ふ
な
り
。

﹇
学
者
、
謂
学
先
王
之
道
也
。﹈ 

（『
弁
名
』
学
１
）



七
六

　

つ
ま
り
、
学
と
は
先
王
の
道
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
先
王
の
道

は
「
礼
楽
刑
政
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
軍
事
行
動
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
だ

か
ら
、
学
者
も
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
鈐
録
』
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
成
公
十
三
年
の
言

葉
を
引
用
し
て
い
う
。

古
に
祀
と
戎
と
は
国
の
大
事
な
り
と
も
い
ひ
、
周
官
の
制
度
に
も
六
卿
を

以
て
国
の
政
務
を
司
る
事
な
る
に
、
出
征
の
時
は
六
卿
則
六
軍
の
大
將
た

る
と
い
へ
り
。 

（『
鈐
録
』
序
）

彼
は
『
左
傳
』
と
『
周
礼
』
に
基
づ
い
て
、
引
き
続
き
そ
の
重
要
性
を
説
く
。

聖
人
の
道
は
治
国
の
道
に
て
、
軍
旅
は
治
国
の
一
大
事
な
り
。
其
国
の
興

る
も
ほ
ろ
ふ
る
も
此
一
挙
に
あ
る
こ
と
な
れ
は
、
聖
人
の
道
を
学
ふ
人
は

是
を
疎
か
に
心
得
べ
か
ら
ず
。 

（『
鈐
録
』
序
）

「
聖
人
の
道
を
学
ふ
人
」
は
必
ず
「
軍
旅
」
の
こ
と
も
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
世
の
学
者
た
ち
は
そ
の
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

『
弁
名
』
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
の
立
場
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

戦
国
よ
り
し
て
後
、
文
武
其
の
術
を
殊
に
し
、
秦
漢
よ
り
し
て
後
、
文
武

其
の
官
を
殊
に
し
、
唐
宋
よ
り
し
て
後
、
又
た
其
の
政
を
殊
に
す
。
故
に

今
の
学
者
は
習
ひ
て
以
て
常
と
為
し
、
武
は
逢
掖
の
事
に
非
ず
と
謂
ひ
て
、

古
意
隠
れ
た
り
。

﹇
戦
国
而
後
文
武
殊
其
術
、
秦
漢
而
後
文
武
殊
其
官
、
唐
宋
而
後
又
殊
其

政
。
故
今
学
者
習
以
為
常
、
謂
武
非
逢
掖
之
事
、
而
古
意
隠
矣
。﹈

 

（『
弁
名
』
勇
武
剛
強
毅
１
）

中
国
も
そ
の
戦
国
時
代
以
降
、
す
で
に
文
、
武
が
二
分
さ
れ
た
。『
鈐
録
』
は

軍
事
専
門
書
の
立
場
か
ら
、
も
っ
と
厳
し
い
批
判
を
与
え
た
。

上
古
は
右
に
い
へ
る
こ
と
く
文
武
二
つ
に
わ
か
れ
さ
れ
と
も
、
後
世
学
問

衰
へ
て
聖
人
の
道
を
学
ふ
輩
、
軍
旅
を
軽
し
む
る
事
甚
誤
れ
る
事
な
り
。

殊
に
宋
儒
の
学
問
に
至
り
て
、
王
道
の
師
と
い
ふ
事
を
説
て
兵
学
に
計
策

を
い
ひ
た
る
を
、
古
湯
武
の
軍
に
は
な
き
事
の
樣
に
い
へ
る
よ
り
、
文
武

全
く
二
つ
に
な
れ
り
。 

（『
鈐
録
』
序
）

つ
ま
り
、
文
武
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
り
、
士
た
る
者
は
両
方
を
兼
ね
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宋
儒
は
文
と
武
と
を
分
け
て
考
え
て

い
た
。
徂
徠
は
そ
れ
を
誤
り
と
し
て
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
徂
徠
か
ら
す
れ
ば
、
文
と
武
と
は
、
車
の
両
輪
の

よ
う
な
関
係
で
、
も
と
も
と
一
つ
の
こ
と
で
あ
り
、
後
世
の
学
者
は
軍
事
を
軽

視
し
、
文
武
を
二
つ
の
道
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
は
な
は
だ
間
違
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
『
鈐
録
』
を
著
し
た
。
そ
し
て
『
鈐
録
』
は
分
類
上
で

は
、
兵
学
書
に
属
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
政
策
意
見

も
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
改
革
の
意
見
書
で
あ
る
『
政
談
』
も
、

か
な
り
軍
事
的
な
問
題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
て
、
い
わ
ば
表
裏
一
体
の
関

係
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
二
弁
の
成
立
後
、
徂
徠
の
関
心
は
す
べ
て
い
か
に

し
て
天
下
を
治
め
る
の
か
に
集
中
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
漢
文
に
自
負
を
持
つ

徂
徠
は
、
最
晩
年
の
作
で
あ
る
『
鈐
録
』
を
、
漢
文
で
は
な
く
、
和
文
で
認
め

た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
鈐
録
』
の
作
成
目
的
は
、
日
本
に
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お
け
る
「
先
王
の
道
」
の
実
践
で
あ
る
以
上
、
和
文
で
書
く
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。二

、「
先
王
の
道
」
の
根
底
に
貫
く
も
の
│
│
武
士
土
着
論

　

次
の
問
題
は
、
両
著
に
お
け
る
根
本
的
な
問
題
意
識
は
共
通
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
つ
ま
り
徂
徠
が
何
を
狙
っ
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、

『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
と
に
共
通
す
る
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
武
士
土
着
論

で
あ
る
。
し
か
も
、
徂
徠
の
武
士
土
着
論
は
、
単
な
る
武
士
た
ち
を
知
行
地
に

戻
す
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
平
石
氏
は
「
徂
徠
に
と
っ
て
「
土
着
」
の
問
題
が

た
ん
に
治
安
・
財
政
の
再
建
に
関
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
層
根
本
的
に
「
聖
人

ノ
道
」
が
そ
こ
に
依
拠
す
る
と
さ
れ
る
「
敬
天
命
鬼
神
」
の
宗
教
意
識
の
培
養

に
も
、
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
11
（

」
と
論
じ
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。

　

徂
徠
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
広
げ
た
構
想
を
展
開
し
た
。
す
な
わ

ち
、
田
制
と
兵
制
と
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
問
題
、
経
済
問
題
、

軍
事
問
題
な
ど
を
一
本
化
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
、
徂
徠
の
社
会
構
想
の
最

大
の
特
色
と
も
い
え
よ
う
。

　

彼
は
先
ず
治
国
の
根
本
に
つ
い
て
い
う
。

三
代
の
古
も
異
国
の
代
々
も
又
我
が
国
の
古
も
、
治
の
根
本
は
、
菟
角
に

人
を
地
に
付
る
様
に
す
る
事
、
是
治
の
根
本
也
。

 

（『
政
談
』
巻
之
一
、
欠
落
・
逐
電
の
卜
り
の
事
）

こ
こ
で
は
、
武
士
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
を
含
ま
れ
る
「
人
を
地
に
付

る
」
こ
と
こ
そ
、
治
国
の
根
本
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、『
鈐
録
』
の

冒
頭
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

兵
賦
ト
云
ハ
、
軍
役
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
軍
役
ノ
割
ヲ
定
ム
ル
ヲ
制
賦
ト
云
。

是
建
国
ノ
大
制
ニ
シ
テ
軍
法
ノ
根
本
ナ
リ
。

 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

こ
こ
に
「
建
国
ノ
大
制
」
と
「
軍
法
ノ
根
本
」
と
は
、
一
致
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。両
著
に
お
い
て
徂
徠
は
、武
士
土
着
論
の
原
理
を
「
三

代
の
古
」、「
異
国
の
代
々
」、「
我
が
国
の
古
」、
す
な
わ
ち
、
あ
と
で
取
り
上

げ
る
「
和
漢
ノ
古
法
」
に
求
め
、
そ
の
上
で
、
土
着
に
す
べ
き
理
由
、
そ
の
具

体
的
な
作
用
、
技
術
的
な
手
法
を
論
じ
て
い
る
。
徂
徠
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

制
賦
ノ
一
巻
ハ
戚
南
塘
ガ
兵
法
ニ
モ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
又
和
軍
ニ
モ
モ
ト

ヨ
リ
是
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
是
軍
法
ノ
大
本
ナ
ル
ユ
ヘ
愚
按
ヲ
以
テ
是

ヲ
述
ス
。 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

つ
ま
り
、
こ
れ
は
徂
徠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
「
制
賦
」
は
、
か

く
も
重
要
な
の
か
。
彼
は
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
う
。

孔
子
ハ
「
千
乘
ノ
国
ヲ
シ
テ
其
ノ
賦
ヲ
治
メ
シ
ム
ベ
シ
」
ト
ノ
玉
ヘ
レ
バ

兵
賦
ノ
事
ハ
軍
法
ノ
根
本
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
。

 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

徂
徠
に
と
っ
て
軍
役
と
は
、
政
治
と
軍
事
の
根
本
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
為
の
非
常
に
重
要
な
一
環
で
あ
る
。
ま
ず
は
技
術
的
な
操
作
に
つ
い
て
検

討
す
る
。



七
八

　

徂
徠
は
、
前
掲
の
「
愚
按
」
の
次
に
こ
う
こ
と
わ
っ
た
。

愚
按
ト
テ
モ
和
漢
ノ
古
法
ニ
本
ヅ
ク
コ
ト
ナ
レ
バ
、
全
ク
杜
撰
ニ
非
ズ
。

 

（『
鈐
録
』
第
一
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
え
ど
も
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
創
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な

い
。「
制
賦
」
の
方
法
と
し
て
、
彼
が
「
和
漢
ノ
古
法
」
に
基
づ
い
た
こ
と
は

わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
和
漢
ノ
古
法
」
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
で
あ

り
、
現
実
的
に
は
ど
う
操
作
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
徂
徠
は
、
ま
ず
「
三

代
」
の
例
を
挙
げ
た
。

三
代
兵
賦
ノ
制
（
中
略
）
一
井
ノ
地
ハ
田
地
九
百
畝
ナ
リ
。
一
畝
百
歩
ナ

リ
。
一
歩
ハ
八
尺
ナ
リ
。
周
尺
ハ
今
ノ
曲
尺
ニ
テ
七
寸
二
分
ニ
テ
、
八
尺

ハ
五
尺
七
寸
六
分
。
大
抵
一
歩
ハ
今
ノ
一
坪
ナ
レ
バ
百
畝
ハ
三
町
、
一
井

ノ
田
地
二
十
七
町
。
然
レ
バ
方
百
里
ノ
田
地
ハ
二
十
七
万
町
。
此
方
ノ
升

目
ニ
シ
テ
大
抵
一
町
十
石
ト
積
リ
テ
一
井
ノ
石
高
二
百
七
十
石
ナ
レ
バ

（
中
略
）
二
万
夫
ノ
家
ヨ
リ
出
ル
兵
賦
、
一
軍
ノ
人
数
一
万
二
千
五
百
人
。

右
ノ
方
百
里
・
方
七
十
里
・
方
五
十
里
ト
云
モ
大
概
ノ
数
ニ
テ
、
大
抵
田

地
六
町
ニ
軍
兵
一
人
出
ス
割
ナ
リ
。 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

こ
こ
で
は
っ
き
り
す
る
こ
と
は
、
徂
徠
が
井
田
制
を
基
づ
い
て
兵
賦
を
制
定
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
徂
徠
は
井
田
制
に
基

づ
き
、「
軍
役
ノ
割
」
を
細
か
く
計
算
し
、
そ
の
結
果
は
、

日
本
国
総
知
行
高
二
千
万
石
ヨ
リ
右
ノ
軍
役
ヲ
出
ス
ト
キ
、
三
十
三
万
騎

ノ
数
ニ
ツ
マ
ル
。
又
古
来
ノ
詞
ニ
「
六
貫
一
匹
」
ト
云
モ
田
地
六
十
石
目

ニ
一
騎
ト
軍
役
ヲ
懸
ル
コ
ト
ニ
テ
、
異
国
日
本
ノ
古
法
ニ
符
合
ス
。
是
ヲ

軍
法
ノ
定
法
ト
知
ル
ベ
キ
ナ
リ
。 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

総
高
二
千
万
石
か
ら
出
せ
る
兵
は
「
三
十
三
万
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
政

談
』
も
『
鈐
録
』
の
よ
う
な
具
体
的
な
計
算
は
挙
げ
て
な
い
が
、
明
ら
か
に
同

じ
計
算
に
基
づ
い
て
の
議
論
が
見
ら
れ
る
。

元
来
軍
役
と
い
ふ
は
、
譜
代
の
家
来
を
其
主
人
と
同
く
備
立
に
列
す
る
事

な
る
を
知
ら
ぬ
は
、
世
間
に
譜
代
絶
て
出
替
奉
公
人
斗
に
な
り
（
中
略
）

又
騎
馬
と
い
ふ
は
当
時
は
皆
主
人
の
数
斗
な
れ
ば
、
日
本
国
中
惣
高
二
千

万
石
し
て
、
日
本
の
武
者
の
惣
数
三
万
余
騎
也
。
古
は
日
本
の
惣
軍
兵
三

十
三
万
騎
と
云
た
る
に
は
十
分
の
一
に
成
た
り
。

 

（『
政
談
』
巻
之
一
、
譜
代
者
の
事
）

要
す
る
に
、
軍
役
は
石
高
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
武
士
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
譜
代
を
連
れ
て
戦
場
に
赴
く
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
譜
代
た
ち
も
戦
力
に

入
れ
て
計
算
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
徂
徠
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
は
や

り
の
軍
学
は
そ
う
考
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

物
前
ニ
ナ
レ
バ
皆
馬
ヨ
リ
下
立
テ
歩
立
ト
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
右
ノ
歩
兵
ノ
法

ニ
テ
主
人
ヲ
火
長
ト
見
テ
陪
卒
ハ
歩
兵
ナ
リ
。
コ
ノ
歩
兵
モ
主
人
ト
一
面

ニ
備
ヘ
戦
フ
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
又
陪
卒
ノ
内
弓
・
鉄
砲
ニ
長
ズ
ル
輩
ヲ
抜

出
シ
テ
別
ニ
頭
ヲ
付
テ
足
軽
ニ
用
タ
リ
ト
見
エ
タ
リ
。
是
ニ
ヨ
リ
テ
知
行

高
ニ
応
ジ
テ
陪
卒
ノ
数
ヲ
定
メ
、
是
ヲ
軍
役
ト
云
モ
戦
ニ
用
ル
故
ナ
リ
。

而
ル
ニ
近
來
誤
テ
陪
卒
ニ
ハ
具
足
箱
・
草
履
・
挟
箱
・
鑓
ナ
ド
ヲ
持
セ
、

是
ヲ
使
令
ノ
役
ニ
供
シ
テ
戦
士
ノ
列
ト
セ
ザ
ル
ユ
ヘ
、
軍
ノ
時
ハ
無
用
ノ

人
ニ
兵
粮
ヲ
費
サ
レ
、
且
又
武
士
ヲ
城
下
ニ
聚
ル
ユ
ヘ
、
百
姓
ノ
外
ニ
別



荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
に
つ
い
て

七
九

ニ
武
士
ノ
家
來
ト
云
モ
ノ
出
来
シ
テ
一
枚
ノ
手
形
ヲ
便
リ
ト
シ
テ
太
平
ノ

法
度
ヲ
以
テ
シ
バ
リ
置
故
、
軍
役
ノ
名
ニ
背
キ
戦
士
ノ
数
減
少
ス
ル
コ
ト

不
吟
味
ノ
至
リ
ナ
リ
。 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

さ
ら
に
、『
鈐
録
』
の
み
な
ら
ず
、『
政
談
』
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

元
来
軍
役
と
い
ふ
は
、
譜
代
の
家
来
を
身
上
相
応
に
持
事
な
る
故
、
譜
代

の
事
を
部
曲
と
い
ひ
た
る
也
。
然
る
に
今
は
譜
代
の
家
来
と
い
ふ
者
一
人

も
無
之
世
界
に
成
り
、
出
替
り
者
さ
へ
持
が
た
け
れ
ば
、
精
を
出
し
て
出

替
者
を
た
く
さ
ん
に
置
て
ざ
は
め
く
を
軍
役
の
嗜
よ
き
と
覚
ゆ
る
也
。

（
中
略
）
当
時
の
軍
法
者
の
備
立
を
見
れ
ば
、
主
人
主
人
斗
を
一
面
に
備

さ
せ
、
各
鑓
一
本
の
役
と
し
、
家
来
を
ば
其
跡
に
備
へ
て
胴
勢
と
号
す
。

さ
れ
ば
五
十
騎
一
備
の
内
に
は
、
二
百
石
取
も
有
、
三
四
百
石
取
も
有
、

乃
至
千
石
取
も
有
を
、
肝
心
の
時
は
鑓
皆
一
本
の
役
と
し
、
歩
立
に
な
れ

ば
、
歩
侍
五
十
人
持
ち
た
る
と
何
の
替
り
も
な
し
。
然
れ
ば
高
知
を
侍
に

く
る
る
は
何
の
為
な
る
ぞ
。 

（『
政
談
』
巻
之
一
、
譜
代
者
の
事
）

徂
徠
の
危
機
意
識
は
、
陪
卒
た
ち
が
単
な
る
荷
物
持
ち
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ

た
理
由
は
、
譜
代
そ
の
も
の
の
存
在
が
消
え
失
せ
、「
一
枚
ノ
手
形
」
に
よ
っ

て
雇
っ
た
出
替
り
者
に
取
り
替
え
る
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
い
く
ら
石
高
を

有
し
て
も
、
戦
場
に
お
い
て
「
鑓
一
本
の
役
」
し
か
立
て
ら
れ
な
い
の
は
、
譜

代
が
消
え
て
な
く
な
っ
た
結
果
だ
と
、
徂
徠
は
主
張
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

彼
が
「
然
れ
ば
高
知
を
侍
に
く
る
る
は
何
の
為
な
る
ぞ
」
と
批
判
し
た
よ
う
に
、

石
高
制
ひ
い
て
は
封
建
制
の
意
味
が
な
く
な
り
、
シ
ス
テ
ム
自
体
が
も
は
や
機

能
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
譜
代
が
消
え
た
理
由
は
、
す
べ
て
武
士
が
「
御
城
下
に
集
ま
」
っ

て
い
た
た
め
、「
旅
宿
の
境
界
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、『
政
談
』
も
『
鈐
録
』
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
力
説
し
た
の
も
、

お
の
ず
と
頷
け
る
。
両
著
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
議
論
が
見
ら
れ
る
の
で
、
併
せ
て
掲

げ
る
。武

家
を
知
行
所
に
置
ざ
れ
ば
、
し
ま
り
の
至
極
に
非
ず
。
そ
れ
の
み
な
ら

ず
、
武
道
を
再
興
し
、
世
界
の
奢
を
静
め
、
武
家
の
貧
窮
を
救
ふ
仕
形
、

此
外
更
に
有
べ
か
ら
ず
。
先
第
一
、
武
家
御
城
下
に
聚
居
る
は
旅
宿
也
。

諸
大
名
の
家
来
も
其
城
下
に
居
る
を
、
江
戸
に
対
し
て
在
所
と
い
へ
共
、

是
又
己
が
知
行
所
に
非
ざ
れ
ば
旅
宿
也
。
其
子
細
は
、
衣
食
住
を
初
め
箸

一
本
も
買
調
ね
ば
な
ら
ぬ
故
旅
宿
な
り
。
故
に
武
家
を
御
城
下
に
差
置
時

は
、
一
年
の
知
行
米
を
売
り
払
ふ
て
そ
れ
に
て
物
を
買
い
調
へ
、
一
年
中

に
使
切
る
故
、
精
を
出
し
て
上
へ
す
る
奉
公
は
、
皆
御
城
下
の
町
人
の
為

に
な
る
也
。
是
に
よ
り
て
御
城
下
の
町
人
盛
に
な
り
て
、
世
界
次
第
に
悪

敷
な
り
、
物
の
値
段
次
第
に
高
直
に
成
て
、
武
家
の
困
窮
当
時
に
至
り
て

は
、
も
は
や
可
為
様
な
く
成
た
り
。

 

（『
政
談
』
巻
之
一
、
武
家
、
旅
宿
の
境
界
を
改
む
る
事
）

諸
大
名
御
城
下
ニ
居
住
ス
ル
ト
キ
ハ
、
何
レ
モ
皆
旅
宿
ノ
境
界
ナ
ル
ユ
ヘ

衣
食
住
一
切
ノ
コ
ト
皆
金
銀
ニ
テ
買
調
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
領
地
ノ
年
貢
ヲ

沽
却
シ
テ
金
銀
ニ
シ
テ
御
城
下
ヘ
持
來
リ
使
フ
ナ
リ
。
是
ニ
ヨ
リ
商
人
諸

職
人
御
城
下
ニ
聚
ツ
ド
ヒ
テ
其
自
由
ナ
ル
コ
ト
甚
シ
キ
故
、
奢
侈
日
々
ニ
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長
ジ
、
就
中
婦
女
ノ
奢
以
ノ
外
ニ
超
上
ス
。
此
上
ニ
公
儀
ヨ
リ
不
時
ノ
公

用
ヲ
懸
ラ
ル
ヽ
ユ
ヘ
、
世
移
リ
風
俗
末
ニ
ナ
ル
ニ
随
テ
其
費
用
ノ
程
限
量

ヲ
ナ
シ
難
ケ
レ
バ
、
一
定
ノ
割
曾
テ
ア
ル
マ
ジ
キ
ナ
リ
。
土
着
ノ
古
ニ
返

ル
ト
キ
ハ
衣
食
住
共
ニ
其
領
地
ニ
テ
事
足
コ
ト
ナ
リ
。

 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

「
旅
宿
の
境
界
」
と
は
、
徂
徠
独
自
の
語
彙
で
旅
す
る
境
遇
に
譬
え
て
、
簡
単

に
い
え
ば
、
武
士
た
ち
が
貨
幣
経
済
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

　

こ
こ
に
幕
府
経
済
の
構
造
上
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
）
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。
武
士
た
ち
が
城
下
に

集
ま
れ
ば
、
そ
の
膨
大
な
需
要
量
の
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
提
供
す
る

町
人
た
ち
も
集
ま
っ
て
く
る
。
人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
新
た
な
需
要
を
引
き
起

こ
し
、
江
戸
は
巨
大
な
消
費
都
市
と
発
展
し
て
い
く
。
し
か
し
城
下
の
活
気
は

武
士
た
ち
に
と
っ
て
逆
に
困
っ
た
こ
と
に
な
る
。
景
気
の
拡
大
は
イ
ン
フ
レ
を

招
く
、
物
価
は
上
昇
す
る
。
一
方
石
高
制
の
下
で
、
経
済
活
動
の
う
ち
、「
消
費
」

に
し
か
か
か
わ
ら
な
い
武
士
に
と
っ
て
好
景
気
は
自
分
た
ち
に
何
の
関
係
も
な

い
も
の
だ
が
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
上
昇
の
影
響
は
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に

町
の
奢
侈
と
い
う
「
風
俗
」
に
よ
っ
て
、
武
士
の
経
済
環
境
の
悪
化
は
一
層
拍

車
を
か
ら
れ
け
た
。
こ
れ
で
は
譜
代
を
抱
え
た
く
て
も
し
よ
う
が
な
い
。

　

ち
な
み
に
、「
旅
宿
の
境
界
」
と
い
う
言
葉
が
両
書
と
も
出
て
き
た
だ
け
で

な
く
、
も
う
一
つ
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
文
面
上
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
の
い

ず
れ
も
軍
役
の
こ
と
を
論
じ
た
あ
と
、
す
ぐ
に
旅
宿
の
境
界
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
、
と
い
う
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
著

作
は
ほ
ぼ
同
じ
関
心
の
方
向
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
徂
徠
に
と
っ
て
「
旅
宿
の
境
界
」
は
武
士
に
経
済
問
題
を
も
た
ら
し

た
だ
け
で
な
く
、
軍
事
的
に
も
兵
力
の
動
員
の
み
な
ら
ず
、
武
士
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。

畢
竟
武
士
ノ
本
ハ
農
民
ナ
リ
、
武
士
ノ
所
作
ハ
弓
馬
ト
モ
ニ
土
ノ
上
ノ
ワ

ザ
ナ
リ
、
ト
云
コ
ト
ヲ
忘
ル
ヽ
ト
キ
ハ
武
道
日
ニ
衰
フ
ル
ナ
リ
ト
知
ル
ベ

シ
。 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

武
士
は
土
地
か
ら
離
れ
て
は
い
け
な
い
理
由
と
し
て
、
武
士
の
す
べ
て
が
「
土

ノ
上
ノ
ワ
ザ
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
抽
象
的
な
議
論
で
は
な
く
、
現
実
的

に
「
弓
馬
」、
つ
ま
り
武
士
た
ち
の
戦
士
と
し
て
の
能
力
を
直
接
関
係
す
る
こ

と
で
あ
る
。
馬
術
に
つ
い
て
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
両
方
と
も

み
ら
れ
る
。

男
も
野
広
く
方
々
か
け
あ
り
け
ば
、
手
足
も
丈
夫
に
成
べ
し
。
親
類
近
付

の
方
へ
咄
に
あ
り
き
、
用
事
あ
れ
ば
五
里
三
里
は
常
に
あ
り
き
、
馬
も
を

の
ず
か
ら
達
者
に
成
べ
し
。

 

（『
政
談
』
巻
之
一
、
武
家
、
旅
宿
の
境
界
を
改
む
る
事
）

武
士
土
着
ス
ル
ト
キ
ハ
（
中
略
）
親
戚
朋
友
ノ
訪
問
ニ
ハ
五
里
六
里
乃
至

十
里
二
十
里
ヲ
モ
常
ニ
往
還
ス
ル
ユ
ヘ
、
馬
ニ
騎
習
レ
テ
自
然
ト
馬
達
者

ニ
モ
ナ
リ
。 

（『
鈐
録
』
第
一
巻
、
制
賦
）

『
鈐
録
』
に
お
い
て
、
徂
徠
は
戚
継
光
の
兵
を
選
ぶ
基
準
、
つ
ま
り
「
郷
野
老

実
ノ
人
」（『
鈐
録
』
第
三
巻
、
職
制

選
兵
）
を
優
先
し
て
選
ぶ
こ
と
、
ま
た



荻
生
徂
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て
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「
城
市
油
滑
ノ
人
ヲ
嫌
」（
同
前
）
う
こ
と
を
取
り
入
れ
、
し
か
も
「
畢
竟
武
士

ノ
本
ハ
農
民
ナ
リ
」
と
ま
で
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。
農
民
に
戻
れ
ば
自
ず
と

馬
術
に
長
け
、
体
も
丈
夫
に
な
り
、
さ
ら
に
は
、
お
の
ず
か
ら
「
郷
野
老
実
ノ

人
」
と
い
う
基
準
に
も
適
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
武
士
の
戦
士
と
し
て
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
土
着
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
一
つ
の
結
論
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
書
物
が
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
徂
徠
は
「
老
眼
・
悪
筆
」
の
体
、
し
か
も
幕
命
を
受

け
て
い
る
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
鈐
録
』
を
作
成
し
て
い
た
の
は
、

両
著
は
同
じ
目
的
、
つ
ま
り
幕
政
改
革
の
た
め
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
以
外
に

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
幕
政
改
革
に
関
し
て
、
政
治
改
革
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
軍
制
に
関
す
る
構
想
も
徂
徠
の
視
野
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
し
て
、
両
者
の
最
大
の
共
通
点
は
武
士
土
着
論
で
あ
る
。

三
、
な
ぜ
『
鈐
録
』
を
献
上
し
な
か
っ
た
の
か

　

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
徂
徠
自
身
に
よ
る
『
鈐
録
』
の
序
文
の

日
付
は
『
政
談
』
献
上
と
ほ
ぼ
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
故
、『
政
談
』
を
献
上

し
た
時
は
『
鈐
録
』
も
す
で
に
完
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
な
ら
ば
な
ぜ
『
鈐

録
』
を
『
政
談
』
と
一
緒
に
献
上
し
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、『
鈐
録
』
の
文

面
を
見
て
も
、
明
ら
か
に
『
政
談
』
と
違
っ
て
、
最
初
か
ら
吉
宗
に
見
せ
る
た

め
に
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
徂
徠
本
人
の
心
境
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
変

化
を
如
実
に
示
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
で
あ
る
。

徂
徠
今
ノ
大
御
所
（
割
註
、
有
徳
公
）
紀
州
ヨ
リ
入
ラ
セ
ラ
レ
シ
御
時
云

レ
ケ
ル
ハ
、
中
興
此
時
ナ
リ
。
間
部
越
前
守
ニ
腹
切
ラ
セ
、
国
初
功
臣
ノ

諸
王
侯
ノ
衰
タ
ル
ニ
、
御
加
恩
成
サ
レ
御
取
立
候
テ
、
民
ノ
耳
目
ヲ
新
ニ

成
サ
レ
ズ
バ
、
次
第
々
々
ニ
衰
ヘ
行
ク
ベ
シ
ト
云
レ
タ
リ
。
其
後
一
年
ア

マ
リ
ス
ギ
テ
、
吾
云
如
ク
成
サ
ラ
レ
ズ
。
サ
テ
〳
〵
中
興
気
象
ナ
シ
ト
ナ

ゲ
キ
テ
、
春
台
ニ
語
レ
ル
ト
也
）
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。

吉
宗
に
対
し
、
徂
徠
は
か
な
り
の
期
待
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
時
の

た
つ
に
つ
れ
、
そ
の
期
待
も
「
中
興
此
時
ナ
リ
」
か
ら
「
サ
テ
〳
〵
中
興
気
象

ナ
シ
」
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
太
平
策
』
に
は
、
次
の
一
節
が
あ

る
。

開
国
ノ
時
ニ
立
ヌ
制
度
ヲ
、
中
頃
ニ
至
テ
立
替
ン
ニ
ハ
、
此
二
ツ
ノ
慮
ア

ル
ベ
シ
。
茂
卿
ガ
愚
存
ニ
ハ
、
厳
廟
ノ
末
、
憲
廟
ノ
初
ヲ
、
ヨ
キ
時
節
ノ

至
極
ト
ス
。
ソ
レ
ヨ
リ
モ
ハ
ヤ
三
四
十
年
過
テ
、
世
界
ノ
困
窮
ヨ
ホ
ド
ツ

ヨ
ク
、
高
位
ノ
人
ニ
愚
庸
多
ケ
レ
バ
、
モ
ハ
ヤ
ナ
リ
ガ
タ
ク
思
ヒ
侍
ル
。

然
レ
ド
モ
世
界
ノ
困
窮
ヲ
救
フ
道
外
ニ
ナ
ク
侍
ル
ユ
ヘ
、
右
ノ
在
安
民
在

知
人
ト
云
ル
二
句
ヲ
ヨ
ク
愛
用
シ
テ
、
下
ナ
ラ
シ
ヲ
シ
テ
見
タ
ラ
ン
ニ
ハ
、

今
二
十
年
バ
カ
リ
マ
デ
ノ
間
ハ
ナ
ル
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。 

（『
太
平
策
』）

こ
の
「
厳
廟
ノ
末
、
憲
廟
ノ
初
」
と
い
う
言
葉
を
見
て
も
、
徂
徠
は
吉
宗
に
あ

る
程
度
の
見
切
り
を
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
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い
て
、
徂
徠
が
『
政
談
』
の
中
で
仄
め
か
し
て
い
た
。

国
に
卜
り
を
付
る
事
、
大
概
右
の
条
々
に
尽
く
せ
り
。
さ
れ
共
畢
竟
の
所

武
家
を
知
行
所
に
置
ざ
れ
ば
、
し
ま
り
の
至
極
に
非
ず
。
そ
れ
の
み
な
ら

ず
、
武
道
を
再
興
し
、
世
界
の
奢
を
静
め
、
武
家
の
貧
窮
を
救
ふ
仕
形
、

此
外
更
に
有
べ
か
ら
ず
。

 
（『
政
談
』
巻
之
一
、
武
家
、
旅
宿
の
境
界
を
改
む
る
事
）

こ
の
一
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、『
政
談
』
に
お
い
て
、
徂
徠
は
何
度
も
土
着
を

実
現
し
な
け
れ
ば
、
改
革
も
結
局
は
そ
の
場
の
凌
ぎ
に
し
か
な
ら
な
い
よ
う
な

こ
と
を
吉
宗
に
力
説
し
た
。
実
際
に
享
保
の
改
革
だ
け
で
な
く
、
寛
政
の
改
革

も
か
な
り
徂
徠
の
『
政
談
』
と
親
和
性
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
肝
心
の
制
度
と

し
て
の
武
士
土
着
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
幕
末
に
な
っ
て
も
幕
府
は
本
格
的
に
取

り
掛
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
小
手
先
の
改
革
を
い
く
ら
行
っ
て
い
て
も
、

武
士
を
土
着
さ
せ
な
い
限
り
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
れ
な
い
。
そ
し
て
、『
鈐

録
』
の
前
提
は
ま
さ
に
こ
の
武
士
土
着
論
の
上
に
あ
る
か
ら
、
徂
徠
は
そ
れ
を

現
時
点
で
は
実
現
し
え
な
い
と
見
限
っ
た
故
、
敢
え
て
献
上
し
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
実
際
、
徂
徠
が
没
し
た
翌
年

の
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）、
吉
宗
が
『
鈐
録
』
を
徂
徠
の
養
嗣
子
で
あ
る

荻
生
金
谷
に
命
じ
て
献
上
さ
せ
た
）
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あ
と
で
も
、
こ
の
著
作
は
『
政
談
』
と
違
っ

て
、『
鈐
録
』
の
意
見
は
何
一
つ
幕
府
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
│
│
そ
の
構
想
と
危
機
意
識

　

本
稿
の
最
後
に
、
極
め
て
現
実
主
義
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
徂
徠
学
が
、

こ
の
両
著
で
構
築
し
た
「
先
王
の
道
」
へ
の
実
践
と
も
い
う
べ
き
社
会
構
想
は

一
体
何
を
問
題
視
し
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
本
稿
の
副
題
で
あ
る
徂
徠
の
危
機

意
識
の
切
実
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

前
掲
の
武
士
た
ち
の
経
済
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の

際
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
抵
は
商
品
経
済
の
発
展
に
対
す
る

支
配
階
級
の
逆
行
と
し
て
の
武
士
土
着
論
で
あ
る
。
し
か
し
焦
点
と
す
べ
き
問

題
、
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
貨
幣
経
済
に
依
存
し
て
は
い
け
な
い
か
、
そ
し
て
な
ぜ

武
士
階
級
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　

武
士
土
着
論
に
関
し
て
は
、
徂
徠
の
独
創
で
は
な
い
。
早
く
も
熊
沢
蕃
山
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
幕
末
で
は
会
沢
正
志
斎
な
ど
が
い
る
。
熊
沢
蕃
山
は
『
大

学
或
問
』
の
中
で
、
徂
徠
ほ
ど
「
武
士
ノ
本
ハ
農
民
ナ
リ
」
と
ま
で
は
言
い
切
っ

て
い
な
い
が
、
主
旨
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

農
兵
と
な
ら
ば
、
日
本
の
武
勇
格
別
つ
よ
く
、
真
の
武
国
の
名
に
叶
ふ
べ

し
。
武
士
農
を
別
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
身
病
気
に
手
足
弱
く
成
ぬ
。
心

ば
か
り
は
い
さ
む
と
も
、
敵
に
も
あ
は
で
疲
る
べ
く
、
病
死
す
べ
し
。
其

上
若
党
・
小
者
共
も
一
年
居
に
て
主
を
お
も
は
ず
。
是
は
軍
用
の
損
な
り
。

平
生
も
農
兵
な
ら
ざ
れ
ば
風
俗
あ
し
く
成
て
長
久
な
ら
ず
。
農
兵
の
昔
に



荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
に
つ
い
て

八
三

返
す
べ
き
は
此
時
な
り
）
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。

農
兵
の
昔
に
戻
ら
な
け
れ
ば
、
戦
士
と
し
て
の
武
士
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う

考
え
方
は
徂
徠
に
継
承
さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
当
時
の
国
際
情
勢

で
は
、
外
敵
の
脅
威
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
か
ら
、
蕃
山
は
か
な
り
関
心

を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
北
狄
来
り
な
ば
、
彼
と
合
戦
ま
で
に
及
ば
ず
、
内
虚
に
し
て
人
心
散
ず

る
事
あ
ら
ん
。
今
の
諸
侯
一
国
の
人
数
を
出
し
て
、
其
兵
粮
あ
ら
ん
事
は
、

二
十
侯
に
一
二
侯
も
ま
れ
な
る
べ
し
）
16
（

。

蕃
山
の
仮
想
敵
、
つ
ま
り
「
北
狄
」
は
も
ち
ろ
ん
女
真
族
が
立
て
た
清
の
国
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
蕃
山
の
取
り
上
げ
た
問
題
は
経
済
問
題
で
は
な
く
、
国
防
の

問
題
で
あ
る
。
城
下
に
集
め
ら
れ
た
武
士
が
知
行
米
を
換
金
し
、
貨
幣
経
済
に

依
存
す
る
と
い
う
現
状
で
は
、
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
問
題
視
し

て
い
る
。「
人
数
」
つ
ま
り
戦
士
と
し
て
の
譜
代
の
減
少
以
外
に
、「
兵
粮
」
つ

ま
り
米
の
こ
と
も
問
題
だ
と
、
蕃
山
は
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
徂
徠
の
問
題
意

識
も
蕃
山
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

此
上
に
御
領
・
私
領
共
に
、
年
貢
米
を
む
さ
と
売
払
は
ず
、
蔵
を
立
て
込

置
べ
し
。（
中
略
）
又
大
飢
饉
の
節
、
民
を
救
ふ
事
も
な
る
也
。
又
一
揆
・

兵
乱
も
有
之
共
、
兵
糧
の
手
遣
に
事
欠
事
な
し
。

 

（『
政
談
』
巻
之
二
、
武
家
米
を
貯
る
仕
形
の
事
）

　

た
だ
蕃
山
と
違
っ
て
、
徂
徠
の
懸
念
は
外
敵
の
侵
入
以
前
に
、
緊
急
事
態
に

遭
遇
し
た
場
合
、
国
内
の
食
糧
供
給
が
ま
ず
追
い
付
か
な
く
な
る
こ
と
に
あ
る
。

当
時
御
城
下
に
数
百
万
の
人
を
集
め
置
き
、
諸
国
の
米
を
悉
く
御
城
下
へ

運
び
来
り
て
食
費
す
。
当
分
は
賑
か
に
繁
昌
に
見
へ
て
目
出
度
事
な
れ
共
、

奥
筋
に
事
あ
ら
ば
仙
台
の
米
は
入
ま
じ
。
西
国
に
事
あ
ら
ば
上
方
の
米
は

入
ま
じ
。
其
時
は
御
城
下
の
民
、
食
に
か
つ
へ
て
騒
立
ん
は
、
何
と
静
て

も
静
が
た
か
る
べ
し
。
飢
に
逼
り
て
は
何
事
を
せ
ん
も
斗
が
た
し
。
七
年

の
疾
に
三
年
の
艾
と
い
ふ
事
有
。
其
時
に
至
り
て
は
、
せ
ん
か
た
更
に
有

ま
じ
き
也
。
諸
大
名
の
米
も
皆
商
人
に
売
渡
し
た
れ
ば
、
諸
国
に
て
も
其

時
は
難
儀
甚
し
か
る
べ
し
。
是
等
の
事
も
世
の
末
に
成
て
は
必
無
之
事
に

非
ず
。 

（『
政
談
』
巻
之
一
、
戸
籍
の
事
）

蕃
山
と
違
っ
て
、
徂
徠
の
時
代
に
北
狄
の
問
題
は
す
で
に
な
く
な
り
、
西
洋
の

脅
威
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
七
年
の
疾
に
三
年
の
艾
」
と
い
う

言
葉
通
り
、
ま
さ
に
そ
の
太
平
の
さ
な
か
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
油
断
し
て
は
い

け
な
い
、
普
段
か
ら
用
意
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
を
、
彼
が
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
彼
の
歿
後
間
も
な
い
享
保
十
七
年
、
西
国
大
凶
作
に
よ
り
江
戸
の
米

価
も
大
暴
騰
、
翌
年
に
江
戸
で
は
「
打
ち
こ
わ
し
」
が
発
生
し
、
徂
徠
の
予
想

は
的
中
し
て
し
ま
っ
た
。

　

事
実
、
徂
徠
の
言
っ
た
通
り
、
非
常
事
態
は
必
ず
発
生
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

政
治
問
題
を
す
べ
て
経
済
に
の
み
還
元
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

彼
の
貨
幣
経
済
に
対
す
る
不
信
も
こ
こ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
時
の
を
ろ
か
成
軍
者
は
、
金
を
た
む
る
を
軍
用
と
い
ふ
。
左
様
の
時
は

米
払
底
に
成
故
、
何
程
金
有
て
も
土
石
を
貯
へ
た
る
ご
と
く
、
何
の
用
に

も
た
た
ぬ
事
也
。 

（『
政
談
』
巻
之
二
、
武
家
米
を
貯
る
仕
形
の
事
）



八
四

彼
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
緊
急
時
で
は
、
貨
幣
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
貨
幣
経
済
な
る
も
の
と
は
、
人
間
の
歴
史
の
中
で
は
か
な
り
後
か

ら
登
場
し
た
「
特
異
な
シ
ス
テ
ム
）
17
（

」
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
へ
の

移
行
を
近
代
化
の
尺
度
と
し
て
固
定
化
す
る
の
で
は
な
い
視
点
か
ら
、
徂
徠
の

武
士
土
着
論
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
経
済
が
社
会
に
従
属
し
て
い

た
当
時
の
状
況
に
そ
く
し
て
の
考
察
も
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
武
士
土
着
が
国
家
統
治
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
理
由
の
も
う
一
つ
は
、
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
が
発

達
す
る
以
前
、
自
ら
の
財
政
基
盤
を
持
た
な
い
現
代
的
な
官
僚
シ
ス
テ
ム
を
維

持
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
経
済
規
模
で
は
到
底
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
）
18
（

。
他
方

で
は
、
軍
事
組
織
も
同
じ
よ
う
に
、
生
産
性
の
持
た
な
い
軍
隊
を
平
時
で
も
大

量
に
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
財
政
破
綻
は
免
れ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、

三
十
年
戦
争
を
境
目
に
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
装
備
投
入
に
よ
り
騎
士
階
級
は
解

体
し
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
傭
兵
が
発
達
し
た
。
国
民

皆
兵
の
よ
う
な
徴
兵
制
は
、
ど
う
し
て
も
近
代
国
民
国
家
の
登
場
を
ま
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
宋
代
で
は
、
近
代
的
な
官
僚
制
度
と

国
家
常
備
軍
に
近
い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
が
、
そ
の
結
果
、「
冗
官
」
と
「
冗

兵
」
の
問
題
は
常
に
宋
代
の
国
家
財
政
に
付
き
ま
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
当
時
で
は
、
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
食
糧
供

給
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
家
統
治
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
も
、
二
つ
の
要

素
を
あ
わ
せ
持
つ
人
た
ち
の
存
在
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一

つ
は
、
自
ら
の
財
政
基
盤
を
持
ち
、
平
時
で
は
政
治
的
な
こ
と
と
生
産
的
な
こ

と
と
に
携
わ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
有
事
に
も
備
え
て
い
て
、
一
旦
緩
急
あ

れ
ば
、直
ち
に
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、『
政
談
』

と
『
鈐
録
』、
広
く
言
え
ば
、
武
士
土
着
論
は
、
当
時
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
そ
の
人
た
ち
を
再
び
機
能
さ
せ
る
た
め
の
、
切
実
な
改
革
プ
ラ
ン
と
言
え

よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
で
は
、『
政
談
』
と
『
鈐
録
』
と
を
中
心
に
、
徂
徠
の
社
会
構
想
、
特

に
武
士
土
着
論
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
こ
の
両
著
は
同
じ
時
期
に
執
筆
さ
れ

た
こ
と
は
、
そ
の
問
題
意
識
や
内
容
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

た
だ
両
方
と
も
、
い
ず
れ
も
和
文
で
は
あ
る
が
、『
政
談
』
は
言
葉
遣
い
か
ら
も
、

将
軍
に
見
せ
る
意
識
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
鈐
録
』
の
言
葉
遣
い
は

異
な
っ
て
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
最
初
か
ら
吉
宗
に
直
接
献
上
す
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
最
晩
年
の
時
『
政
談
』
を
書
き
な

が
ら
も
和
文
で
兵
学
書
の
『
鈐
録
』
を
作
り
上
げ
た
こ
と
自
体
が
す
で
に
興
味

深
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
書
に
重
大
な
意
義
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
湯
浅
常
山
は
『
文
会
雑
記
』
の
中
で
松
崎
観
海

の
伝
え
を
記
し
て
い
う
。

徂
徠
晩
年
ニ
言
ハ
レ
シ
ハ
、
国
脉
チ
ヾ
マ
リ
タ
リ
ト
覚
ユ
。
其
後
病
中
ニ
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云
レ
シ
ハ
、
国
脈
大
ニ
チ
ヾ
マ
リ
程
ナ
ク
甲
冑
ノ
入
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
、
ト

云
ハ
レ
シ
由
、
君
修
語
レ
リ
）
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。

『
政
談
』
と
と
も
に
『
鈐
録
』
を
著
し
た
一
つ
の
理
由
は
、
間
も
な
く
乱
が
お

こ
る
と
徂
徠
は
予
想
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
儒
者
と
し
て
多
く
の
兵
学
書
を
残
し
た
数
少
な
い
学
者
の
一
人
で

あ
る
彼
は
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
文
武
二
分
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
を
固
め

た
。
そ
し
て
、
儒
学
と
兵
学
と
の
両
方
に
研
鑽
を
深
め
る
に
つ
れ
、
つ
い
に
「
先

王
の
道
」
の
実
践
は
か
く
あ
る
べ
し
と
確
信
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
に
は
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

古
は
士
皆
采
邑
に
居
住
候
を
。
い
つ
の
比
よ
り
か
城
下
に
聚
置
候
故
。
武

士
皆
公
家
に
成
申
候
。
城
下
は
旅
宿
な
る
故
物
入
多
く
。
勝
手
次
第
に
不

如
意
に
罷
成
候
。 

（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
中
）

こ
の
よ
う
に
、『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
で
は
、「
旅
宿
」
は
出
て
く
る
が
、「
土
着
」

は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
最
晩
年
の
考
え
で
あ
ろ
う
。

　

封
建
制
の
下
で
、「
制
度
」
を
立
て
る
た
め
に
は
、
ま
ず
土
着
を
実
現
し
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
単
に
武
士
た
ち
の
経
済
問
題
の
み
な
ら
ず
、

戦
士
と
し
て
の
能
力
、
軍
隊
と
し
て
の
機
能
、
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の

準
備
、
さ
ら
に
社
会
の
「
風
俗
」、
先
祖
に
対
す
る
祭
祀
な
ど
、
す
べ
て
に
お

い
て
で
あ
る
。

　

現
在
に
生
き
る
我
々
は
、
当
時
の
人
々
の
考
え
方
を
理
解
す
る
際
、
最
大
の

支
障
と
な
る
の
は
現
在
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
時
代
背
景
を
知

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
現
代
的
視
点
を
も
と
に
す
る
こ
と
に

よ
り
逆
に
誤
っ
た
認
識
を
も
た
ら
す
可
能
性
す
ら
あ
る
。
結
果
か
ら
逆
算
す
る

こ
と
の
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
。
徂
徠
の
時
代
は
基
本
的
に
平
和
の
時
代
で
あ
っ

た
と
い
う
歴
史
的
結
果
を
知
っ
て
い
る
我
々
は
、
当
時
の
人
々
の
心
境
や
危
機

感
覚
を
実
感
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
は
蕃
山

や
徂
徠
の
主
張
を
取
り
違
い
が
ち
な
の
だ
。

　

蕃
山
か
ら
徂
徠
、
そ
し
て
藤
田
東
湖
や
会
沢
正
志
斎
な
ど
、
幕
政
に
し
ろ
、

藩
制
に
し
ろ
、
実
際
の
政
務
に
携
わ
っ
た
学
者
た
ち
が
口
を
そ
ろ
っ
て
土
着
を

唱
え
る
の
は
、
や
は
り
偶
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
確
言
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
思
想
を
比
較
し
、
分
析
す
る
こ
と
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
本
稿
の
主
旨
か
ら
逸
す
る
た
め
、
次
の
機
会
に
譲
る
。

注

（
１
）　

主
に
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
）
を
参
照
。

（
２
）　

片
岡
龍
「
荻
生
徂
徠
の
初
期
兵
学
書
に
つ
い
て
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
一
五

号
、
一
九
九
八
。
所
収
）
に
は
こ
う
い
う
、「
以
後
死
に
至
る
ま
で
の
十
年
閒
の
徂
徠

の
著
作
活
動
に
お
い
て
は
、『
鈐
録
』『
射
書
類
聚
和
解
』『
広
象
棋
譜
』
等
の
兵
学
、『
楽

制
篇
』『
楽
律
考
』
等
の
音
楽
、『
絶
句
解
』『
唐
後
詩
』『
四
家
雋
』
等
の
文
学
な
ど
の

専
門
的
分
野
に
関
す
る
教
科
書
、入
門
書
の
編
述
が
目
立
つ
の
で
あ
り
、こ
れ
ら
が
「
先

王
の
四
術
（
＝
詩
書
礼
学
）」「
六
芸
」「
曲
芸
」
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

を
俟
た
な
い
。」

（
３
）　

松
村
宏
「
荻
生
徂
徠
『
政
談
』
考
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　

社
会
科
学　

思

想
史
篇
（
１
）』
一
九
九
〇
。
所
収
）。

（
４
）　
『
政
談
』
に
関
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
注
に
引
用
し
た
先
行
研
究
の
ほ
か
、
本

稿
は
主
に
以
下
の
所
論
を
参
考
し
た
。
辻
達
也
「『
政
談
』
の
社
会
的
背
景
」（『
荻
生

徂
徠
』
日
本
思
想
史
大
系
36
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
）。
辻
達
也
『
政
談
』
解
説
（
岩



八
六

波
文
庫
、
一
九
八
七
）。
塚
本
学
「
江
戸
に
お
け
る
中
央
と
地
方
」（『
思
想
』
七
二
六
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）。
中
村
春
作
「「
古
文
辭
學
」
か
ら
『
政
談
』
へ
」（『
中
國
古

典
研
究
』
第
三
十
二
號
、
中
國
古
典
研
究
会
、
一
九
八
七
）。

（
５
）　
『
鈐
録
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
注
に
引
用
し
た
ほ
か
、
主
に
以
下
の
所
論
を
参

考
し
た
。
片
岡
龍
「
荻
生
徂
徠
の
「
道
」
観
と
朱
子
学
時
代
の
仁
斎
批
判
」（『
早
稲
田

大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
、
哲
学
・
史
学
編
、
一
九
九
四
。
所
収
）。
前
田
勉
『
近

世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
）。
前
田
勉
氏
『
兵
学
と
朱
子
学
・

蘭
学
・
国
学
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
）。
野
口
武
彦
『
江
戸
の
兵
学
思
想
』（
中
央
公

論
新
社
、
一
九
九
九
）。

（
６
）　

吉
岡
孝
「
荻
生
徂
徠
『
政
談
』
の
構
想
と
社
会
的
実
践
の
可
能
性
」（『
國
學
院
雜
誌
』

第
一
一
二
巻
、
第
四
號
、
二
〇
一
一
。
所
収
）。

（
７
）　

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』、
一
六
一
頁
。（
平
凡
社
、
一
九
八
四
）。

（
８
）　

同
右
、
一
六
〇
頁
。

（
９
）　

子
安
宣
邦
『「
事
件
」
と
し
て
の
徂
徠
学
』。
第
八
章
、
二
七
〇
頁
。（
青
土
社
、
ち

く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）。

（
10
）　
『
春
秋
穀
梁
傳
』
昭
公
八
年
「
蒐
狩
に
因
り
て
武
を
習
ふ
は
、
禮
に
事
ふ
る
の
大
な

る
者
な
り
﹇
因
蒐
狩
以
習
武
、
事
禮
之
大
者
也
﹈」。

（
11
）　

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』、
二
五
二
頁
。
平
石
氏
は
『
徂
徠
集
』
の
安
積
澹

泊
宛
て
第
五
書
の
「
士
人
雖
有
采
邑
而
不
居
、
皆
館
于
城
中
、
屋
舍
猥
陋
、
百
事
苟
且
、

冗
迫
無
暇
日
、
斎
且
不
能
、
況
祭
薦
乎
、
尚
何
問
主
牌
異
同
乎
」
と
い
う
一
節
を
引
用

し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
た
。「
す
な
わ
ち
武
士
の
城
下
町
住
居
が
祖
先

に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
も
薄
れ
さ
せ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
年
譜
後
段
が
示
す

よ
う
に
あ
た
か
も
「
政
談
」
は
享
保
十
一
年
を
中
心
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
巻
一
、

二
に
お
い
て
武
士
土
着
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
右

の
よ
う
な
第
五
書
が
そ
の
年
暮
頃
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
徂
徠
に
と
っ
て
「
土
着
」

の
問
題
が
た
ん
に
治
安
・
財
政
の
再
建
に
関
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
層
根
本
的
に
「
聖

人
ノ
道
」
が
そ
こ
に
依
拠
す
る
と
さ
れ
る
「
敬
天
命
鬼
神
」
の
宗
教
意
識
の
培
養
に
も
、

深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」。

（
12
）　

本
稿
で
は
、
武
士
の
城
下
集
中
に
よ
る
問
題
点
の
み
を
指
摘
す
る
。
幕
藩
制
経
済
全

体
に
関
し
て
は
、
主
に
『
日
本
経
済
史
の
新
し
い
方
法
』（
コ
ウ
ゾ
ウ
・
ヤ
マ
ム
ラ
著
、

新
保
博
／
神
木
哲
男　

監
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
七
六
）『
日
本
経
済
史
：
幕
藩

体
制
の
経
済
構
造
』（
岡
光
夫
、山
崎
隆
三
編
著
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
八
三
）。『
日

本
経
済
史
：
近
世
‐
現
代
』（
杉
山
伸
也
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

（
13
）　
『
文
会
雑
記
』
巻
之
一
下
、
二
一
九
頁
。（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
１
期
14
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
五
）。

（
14
）　
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
六
、
解
題
。
六
七
二
頁
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
）。

（
15
）　

熊
沢
蕃
山
『
大
学
或
問
』
十
二
、
四
四
三
頁
。（『
熊
沢
蕃
山
』
日
本
思
想
大
系
38
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）。

（
16
）　

同
右
、
四
二
五
頁
。

（
17
）　

カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
『﹇
新
訳
﹈
大
転
換
│
市
場
社
会
の
形
成
と
崩
壊
│
』（
野
口
建

彦
・
栖
原
学　

訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
九
）。
一
一
八
頁
、
訳
者
に
よ
る
梗
概
。

「
重
商
主
義
段
階
に
い
た
る
ま
で
、
市
場
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
経
済
シ
ス

テ
ム
の
付
属
物
に
す
ぎ
ず
、
経
済
シ
ス
テ
ム
は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
お

り
、
経
済
機
能
は
社
会
的
秩
序
の
一
機
能
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
般
に
経
済
シ
ス
テ
ム

は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
に
埋
没
し
て
い
た
」。

（
18
）　

Ｉ
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
Ⅰ
』（
川
北
稔
訳
、
岩
波
モ
ダ

ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
一
九
八
一
）
二
〇
一
頁
。「
商
業
発
展
と
農
業
資
本
主
義
の
発
達

が
な
け
れ
ば
、
国
家
官
僚
機
構
の
拡
大
を
支
え
る
財
政
基
盤
は
確
立
す
べ
く
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
」

（
19
）　

同
前
、
二
〇
五
頁
。


